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東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
６
カ
月
が
経

過
し
た
段
階
で
の
各
企
業
の
現
状
を
把
握

し
、
復
興
を
支
援
す
る
た
め
の
基
礎
資
料

作
り
を
目
的
と
し
て
調
査
を
実
施
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
通
り
。

︻
調
査
期
間
︼
平
成
23
年
10
月
７
日
～
25
日

︻
調
査
対
象
︼
議
員
企
業
、
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
調
査

対
象
企
業
、
商
工
振
興
員:

計
１
７
１
社

︻
調
査
方
法
︼
調
査
票
に
よ
る
Ｆ
Ａ
Ｘ
調
査

︻
回
答
企
業
数
︼
85
社
︵
49･

7
％
︶

︻
業
種
別
構
成
︼
製
造
業
︵
12
％
︶、
建
設

業
︵
14
％
︶、
卸
売
業
︵
11
％
︶、
小
売
業

︵
23
％
︶、
サ
ー
ビ
ス
業
︵
27
％
︶、
そ
の
他

：

金
融
・
保
険
・
運
送
・
不
動
産
・
通
信
業

等
︵
13
％
︶

︻
調
査
結
果
の
概
要
︼

◆
現
在
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て

　

﹁
回
復
し
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
震
災
前
ま

で
に
は
回
復
し
て
い
な
い
﹂﹁
震
災
時
か
ら

ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
︵
回
復
し
て
い
な
い
︶﹂

﹁
悪
化
し
て
い
る
﹂
を
合
わ
せ
る
と
、
全
体

の
73
％
の
事
業
所
で
、
現
在
も
深
刻
な
影

響
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
一
方
、

﹁
震
災
前
の
状
況
ま
で
回
復
し
た
﹂
は
25
％

で
、
そ
の
業
種
は
相
対
的
に
、
建
設
業
と

小
売
業
に
多
く
み
ら
れ
た
。

◆
回
復
が
進
展
し
な
い
主
な
要
因
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
　
　

⋮
順
に
２
つ
選
択

　

第
１
要
因
、
第
２
要
因
と
も
、
最
も
割

合
が
高
か
っ
た
の
は
﹁
消
費
マ
イ
ン
ド
の

低
下
﹂
で
、
そ
れ
ぞ
れ
全
体
の
37
％
と

33
％
を
占
め
て
い
る
。
特
に
、
小
売
業
お

よ
び
そ
の
他
の
業
種
で
、
そ
の
割
合
が
高

く
、
消
費
意
欲
の
冷
え
込
み
が
売
上
低
下

の
直
接
の
原
因
に
結
び
つ
い
て
回
復
を
遅

ら
せ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

◆
﹁
回
復
す
る
時
期
﹂
に
つ
い
て

　

﹁
１
年
以
上
﹂
が
半
数
近
く
を
占
め
、
そ

の
他
の
業
種
を
除
く
全
業
種
で
、
最
も
そ

の
割
合
が
高
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

震
災
の
影
響
は
長
期
間
に
わ
た
り
継
続
す

る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ま
た﹁
分
か
ら
な
い
﹂

は
、
３
割
近
く
あ
り
、﹃
原
発
の
影
響
が
未

知
数
で
あ
る
﹄
や
﹃
円
高
や
政
情
の
不
安

定
等
様
々
な
要
因
が
重
な
り
合
っ
て
い
る
﹄

な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
建
設
業
で

は
﹁
ま
も
な
く
﹂
の
割
合
が
高
か
っ
た
。

◆
﹁
震
災
後
の
最
も
大
き
な
対
応
策
﹂
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　

⋮
順
に
２
つ
選
択

　

第
１
の
対
応
策
で
最
も
多
い
の
は
﹁
特

に
何
も
実
施
せ
ず
﹂︵
27･

２
％
︶
で
、
そ

の
割
合
が
高
い
業
種
は
製
造
業
、
建
設
業

で
あ
っ
た
。
特
別
な
対
応
と
い
う
よ
り
は
、

原
状
回
復
に
重
心
を
置
い
た
よ
う
で
あ
る
。

◆
﹁
今
後
、
復
興
に
向
け
て
外
部
環
境

の
変
化
で
最
も
不
安
に
感
じ
る
こ
と
﹂
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　

⋮
順
に
２
つ
選
択

　

第
１
の
不
安
で
は
、
震
災
に
関
連
し
た

﹁
原
発
問
題
の
長
期
化
﹂
と
﹁
余
震
﹂
を
合

わ
せ
る
と
約
半
数
を
占
め
、
残
り
を
﹁
増

税
﹂、﹁
デ
フ
レ
の
進
行
﹂﹁
円
高
﹂
な
ど
、

景
気
の
下
振
れ
リ
ス
ク
が
占
め
た
。
こ
れ

ら
か
ら
、
震
災
要
因
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

景
気
の
先
行
き
に
対
す
る
不
安
を
払
拭
す

る
こ
と
も
重
要
課
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
伺
え
る
。　

東
日
本
大
震
災
に
関
わ
る
復
旧
調
査
報
告

現在の復旧状況

震災前の
状況まで
回復した
25%

その他 2% 

回復しつつあるが、
まだ震災前までには
回復していない 58%

震災時からずっと
変わらない。

（回復していない）
10% 

悪化している 5%

分からない
29%

１年以上 45%

まもなく 8%

半年から１年
18%

回復する時期

円
高

デ
フ
レ
の
進
行

増
税

余
震

原
発
問
題
の
長
期
化

そ
の
他

0 10 20 30 40

第 1 不安

第 2 不安

外部環境の変化で最も不安に感じること

0 10 20 30 40

第 1 対応策

第 2対応策

店
舗
等
の
移
転
・
建
て
替
え

新
業
態
へ
の
変
更

人
員
整
理

借
入
金
の
条
件
変
更

事
業
規
模
の
縮
小

取
引
先
の
見
直
し

海
外
へ
の
生
産
拠
点
の
移
転

建
物
の
耐
震
補
強

取
引
銀
行
の
変
更

特
に
何
も
実
施
せ
ず

そ
の
他

震災後の最も大きな対応策

回復が進展しない主な要因

0 10 20 30 40

第１要因

第２要因

消
費
マ
イ
ン
ド
の
低
下

原
発
事
故
に
よ
る
影
響

資
金
繰
り
の
悪
化

生
産
設
備
等
の
損
傷

店
舗
等
の
損
傷

受
注
の
減
少

そ
の
他


